
2018年度賃金・労働条件調査(2018年4月～)　分会名　　　　　　　　　　　　記入日　　　月　　　日
１．職場の就業規則・給与規定を大阪地本に送って下さい。（ＦＡＸ０６－６７７３－８２９２）
２．短大卒20歳・大卒22歳の初任給を基準に、毎年昇給があると仮定し30歳、40歳、50歳時点での給与表における賃金を記入してください。

また、法人(施設)の給与規定・給与表をもとに、下記の調整手当(地域手当)、扶養手当、特殊業務業務手当等々を記入してください。

	　
	2018年度本俸(基本給)　単位：円
	


	
	短大卒初任給(20歳)
	大卒初任給（22歳）
	30歳
	40歳
	50歳
	地域手当または調整手当

	2018
年度
	
	
	
	
	
	％






	
諸手当の詳細を記入ください。


	特殊業務手当
	住宅手当
	通勤手当
	扶養手当
	その他諸手当

	
	
	
	
	


２．質問にもお答えください。
Ｑ.　2018年度は正規職員の定期昇給はありましたか。　１．あった（平均　　　　円）　　２．なかった　　　３．下がった(平均　　　　　円)


３．有期限労働者の労働条件（単位：円）

	2018年度
	1年目
	2年目
	3年目
	夏一時金
	冬一時金
	交通費
	その他の手当
	継続して働いている人の昇給

	非常勤
正規と同じ労働時間
	月給
	
	
	
	
	
	
	
	１．あった（　　　円）　２．ない

	
	日給
	
	
	
	
	
	
	
	１．あった（　　　円）　２．ない

	
	時給
	
	
	
	
	
	
	
	１．あった（　　　円）　２．ない

	パート　(時間給)
	
	
	
	
	
	
	
	１．あった（　　　円）　２．ない

	嘱託職員
	
	
	
	
	
	
	
	１．あった（　　　円）　２．ない

	再雇用職員
	
	
	
	
	
	
	
	１．あった（　　　円）　２．ない

	上記で補足があれば記入ください。




４．2017年度処遇改善加算の支給方法や支給額、支給対象者など実績をお書きください。
　　下記に該当するすべての項目に（　○　）印を記入ください。

①基本給引き上げ（　　　）　②定期昇給（　　　　）　③手当（　　　　）　④一時金（　　　　）　⑤その他（　　　　）



名称に○をつけてください。


調整手当や地域手当がない場合は、「なし」と記入下さい。また、ある場合は、　　　％(パーセント)と記入下さい。





※地域手当とは？　2005年人事院勧告において、調整手当から新設されたものです。現在も福祉職場の措置費・運営費等には反映されています。地域毎で3％から18％が加算されています。反映されなくなった障害・高齢職場もありますが、継続して給与保障がおこなわれ、地域手当または調整手当の名前で支給している職場も多数あります。





※初任給からはじまり、一般職で働いた場合の本俸(基本給)のベースを記入下さい。





※資格手当・研修費手当・夜勤または宿直手当・年末年始手当・早出手当・遅出手当・送迎手当など様々な諸手当があれば記入下さい。





実費支給の場合、実費と記入。





冬一時金は2017年度実績を、夏一時金は2018度実績をお書き下さい。





最高額は?　実費支給の場合は実費支給と記入下さい。





詳細を記入ください。





※上記、調査報告で補足などありましたら、この欄に記載ください。








